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○ はじめに 

群馬県は、県土の３分の２を森林が占めています。 

豊かな水を育み、また災害を防止するなど、私たちの暮らしを支

え、多くの恵みをもたらす森林は、県民共有の財産です。 

県では、この大切な森林を守り、育て、次世代に引き継いでいく

ため、県民税均等割の超過課税として「ぐんま緑の県民税」を平成

２６年４月から導入し、様々な施策に取り組んでいます。 

○ 期間 

●第Ⅰ期事業期間 ５年間（平成２６年度から平成３０年度） 
●第Ⅰ期課税期間 ５年間（個人：平成２６年度課税（平成２５年所得分から）） 
              （法人：平成２６年４月１日以降に終了する事業年度分から） 

  里山・平地林等の森林環境を改善し、 

  安心・安全な生活環境を創造 

  豊かな水を育み、災害に強い森林づくり 

木材価格の低迷や山村地域の過疎化・高齢化などにより放置され、荒廃が進む
森林の整備を進めるため、また、森林を取り巻く新たな課題に対応するため、次の
目標に向けて施策を進めます。 

○ 目指すべき目標 

● 

●  
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平成３０年度ぐんま緑の県民基金事業 総括 

 ぐんま緑の県民税評価検証委員会は、税の使途の透明性・公平性を

確保し、事業内容の検討、実績評価・効果検証を行うため、平成２６

年に設置され、平成 26 年度に３回、平成２７年度に３回、平成２８

年度に２回、平成２９年度に３回、平成３０年度に６回、計１７回の

委員会を開催し、ぐんま緑の県民基金事業の執行状況や効果について

検証・評価を行ってきました。 

・森林の公益的機能を高めるための水源地等の森林整備は，平成 30 年度では総

事業費の 77.8％を占め，本基金事業の中心となっている。関係各位の努力によっ

て，順当に整備が進められてきたことは評価できる。平成 30 年度においては，森

林整備事業の早期発注に努めたことにより，繰り越し事業量が減少した点

は評価できる。 

・森林ボランティア団体数，会員数共に増加傾向にあり，本基金による森林ボランテ

ィア活動ならびに森林環境教育が着実に広がりを見せており，本事業の目標は確

実に達しつつあることは評価できる。 

・平成 30 年度も，群馬県の全市町村から事業提案が出され，実施されたことは， 

本基金の主旨でもある県民参加型の森林環境づくりが着実に広がりを見せてい 

ることとの証左であり，高く評価できる。 

・第１期の最終年度を迎え，評価検証委員会は，全市町村の参加，県民の広がり 

方，ボランティアへの参加動向などから，県の取り組みについて，概ね評価し，改 

善点があれば改善しながら，さらに県民の間に広がるよう検討されたい。 

・成果の「見える化」が必要であり，今後は，先進県の取り組みなどを参考にしなが 

ら，群馬県独自の取り組みによって，納税者にさらなる理解を深めていただけるよう

努力されたい。 

・県民から徴収している基金の使途に問題はなく，概ね順調に推移してきたものと評

価される。 

 

□ ぐんま緑の県民税評価検証委員会の総括意見 



- 3 - 
 

  

【収入】基金（基金残高・税収、寄附金、運用益、諸収入） 

         １，２３７，９６６千円 

財 源 

【支出】ぐんま緑の県民基金事業 ９１３，０２５千円 

※繰越として実施する事業  ２５５，５６６千円 

使い道 

Ⅰ 水源地域等の森林整備 ７０９，８５２千円 【林政課】 

Ⅱ 森林ボランティア活動・森林環境教育の推進１４，０８４千円 【緑化推進課】 

Ⅲ 市町村提案型事業 １８５，７７０千円 【林政課】 

Ⅳ 制度運営（普及啓発、評価検証） ３，３１８千円 
【林政課・ 

林業試験場 

・税務課】 

平成３０年度ぐんま緑の県民基金事業の実施概要 

（内訳）・基金残高３７８，７４３千円 ・税収 ８５８，７０３千円  
 ・寄附金 ３２８千円 ・運用益 １４３千円 ・諸収入 ５０千円 

平成３０年度総事業費に占める各事業の割合 

（内訳） ・平成29年度繰越事業 ２９６，６８３千円 

 ・平成30年度事業 ４１３，１６９千円 ※平成30年度繰越２２１，３０６千円  

（内訳） ・平成29年度繰越事業 ２，５１２千円 

 ・平成30年度事業 １８３，２５８千円 ※平成30年度繰越３４，２６０千円  

Ⅰ 水源地域等の森林整備

77.8%

Ⅱ 森林ボランティア活動・

森林環境教育の推進

1.5%

Ⅲ 市町村提案型

20.3%

Ⅳ 制度運営 0.4%

※端数処理のため合計値は合致しません 
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Ⅰ 水源地域等の森林整備 

● 条件不利地森林整備 

地理的、地形的な条件により林業経営が成り立たず放置されている条件不利な森林を対

象として、間伐などの森林整備を実施します。 

● 水源林機能増進 

市町村が管理する簡易水道等の上流部の森林であって、水源涵養機能等の低下が懸念

される森林を対象として、間伐などの森林整備を実施し、水源涵養機能の増進を図ります。 

● 松くい虫被害地の再生 
松くい虫被害木が放置され、笹や竹が繁茂した森林を対象として、コナラやスギなどを植

栽し、新たな森林へ再生を図ります。 

１ 概要 

２ 事業の流れ 

 

事業区域の検討や森林所有者の調査を

実施し、判明した森林所有者に対して、事

業説明や実施に関する承諾を得ます。 

①区域調査委託 

森林所有者から承諾を得た森林を対象

に、事業の実施区域の測量や標準地調査

を実施します。 

３ 整備イメージ 

調査結果を基に間伐等

の森林整備を実施します。 

・手入れがされず、公益的機能が低下した森林 

・林内は暗く、下層植生が乏しい 

・下層植生が回復し、公益的機能の高い森林

へ移行 

②実施計画調査委託 

③森林整備の実施 

現状  

将来  

・間伐の実施により、林床に光をあてて、下草

などの下層植生を回復させる 

間伐などの森林整備の実施 
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○条件不利地森林整備 
・区域調査 

H29 繰越： ７３ｈａ 

H30 実績： ２４６ｈａ 

（Ｒ１へ繰越： －ｈａ） 

・実施計画調査 

H29 繰越： ２６５ｈａ 

H30 実績： １６０ｈａ 

（Ｒ1 へ繰越： ２６ｈａ） 

・森林整備 

H29 繰越： １８４ｈａ 

H30 実績： ３２９ｈａ 

（Ｒ1 へ繰越： ５１ｈａ） 

○水源林機能増進 

・区域調査 

H29 繰越： ４５ｈａ 

H30 実績： ８２９ｈａ 

（Ｒ1 へ繰越： －ｈａ） 

・実施計画調査 

H29 繰越： ９３ｈａ 

H30 実績： ８５ｈａ 

（Ｒ1 へ繰越： ３１３ｈａ） 

・森林整備 

H29 繰越： ２１４ｈａ 

H30 実績： １５３ｈａ 

（Ｒ1 へ繰越： ２６７ｈａ） 

○松くい虫被害地の再生 
・区域調査 

H29 繰越： －ｈａ 

H30 実績： －ｈａ 

（Ｒ1 へ繰越： ９ｈａ） 

・実施計画調査 

H29 繰越： ７ｈａ 

H30 実績： －ｈａ 

（Ｒ1 へ繰越： ９ｈａ） 

・森林整備 

H29 繰越： １８ｈａ 

H30 実績： ７４ｈａ 

（Ｒ1 へ繰越： １１ｈａ） 

（内訳） 平成 29 年度繰越事業 ２９６，６８３千円 

 平成 30 年度事業 ４１３，１６９千円 （事務費４千円含む） 

   計７０９，８５２千円  ※平成 30 年度繰越事業２２１，３０６千円 

着工前 完 成 

条件不利地森林整備（藤岡市） 

【平成３０年度の実績】 ７０９，８５２千円 

４ 実施状況 

着工前 完 成 

条件不利地森林整備（みなかみ町） 
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着工前  完 成  

水源林機能増進（南牧村）  

着工前  完 成  

水源林機能増進（高山村）  

着工前  完 成  

松くい虫被害地の再生（渋川市）地拵え・植栽  

着工前  完 成  

松くい虫被害地の再生（桐生市）地拵え  
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・ 平成３０年度内に、平成２９年度繰越予算分として４１５．７２ｈａ、平成３０年度予算分とし

て５５６．５７ｈａ、計９７２．２９ｈａの森林整備を実施しました。 

・ 第２期に向けて計画的な森林整備を推進するため、１１９３ｈａの区域調査（平成２９年度

繰越事業１１８ｈａ、平成３０年度事業１０７５ｈａ）を優先して実施した結果、約５３２ｈａの森

林について協定が締結され、森林整備の準備が整いました。 

・ 調査を先行して行い、森林整備事業の早期発注に努めたことにより、繰越額の減少に

繋がってきています。 

・ 事業を進める中で、承諾を得やすい森林所有者や大面積所有者の森林から整備を進

めてきたことから、整備を実施すべき森林について下記の課題が生じています。 

  ① 不在村所有者や非森林組合員、所有者不明の森林の割合が高くなってきている 

  ② 事業実施箇所が小規模分散化し、森林所有者数も増えている 

  ③ ①、②の理由から区域調査における所有者及び境界の確定、実施計画調査にお

いては小規模分散化したことによる境界・区域測量業務に多大な時間を要している 

  このため、以下の取組により事業実施箇所の集約化を進め、実施計画調査における測

量業務及び森林整備の効率的な実施に努めます。 

  ① 現在市町村で整備している林地台帳の活用 

  ② 森林経営管理制度を活用した意向調査結果等の活用 

  ③ 区域調査のエリアの拡大及び計画的な調査箇所の設定 

・ 森林整備事業を実施する森林組合等の労働力が減少しているため、計画的な調査業

務実施による森林整備の早期発注及び労働力の調整を可能とする工期の確保を図り

ます。 

・ 道から２００メートル以内であっても、傾斜が急などの理由で林業経営が成り立たず放置

されている森林や、施業履歴が１５年未満であっても下層植生がなく、災害のおそれが

ある森林があるため、事業の採択要件について見直しを行います。 

５ 成 果 

６ 課題・方向性  
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・森林の公益的機能を高めるための水源地等の森林整備は，平成 30 年度 

では総事業費の 77.8％を占め，本基金事業の中心となっている。整備 

の必要な森林の所有者の確認，所有者の承諾，そして境界線確認の手順 

において，たいへんな労力と時間を必要としているが，関係各位の努力 

によって，順当に整備が進められてきたことは評価できる。 

 

・第２期への繰り越しが発生しているが，これは，山林所有者の確認と承 

諾，境界線の確定等に時間を必要としているからであり，想定の範囲内 

での繰り越しである。 

 

・近年のゲリラ豪雨の多発に加え，台風の大型化が顕著であり，県民の命 

と財産を守るために，森林整備は不可欠となっていることから，本基金

事業の重要性が増してきている。 

 

・また，イノシシ，シカ，サルが，たびたび農産物に被害をもたらして

おり，時には人的被害を与える場合もあり，野生獣が人里に降りてこな

いで生息できる環境を整えて行くことも重要となっており，この意味に

おいても，本基金事業は重要性を増している。 

 

・平成 30 年度においては，森林整備事業の早期発注に努めたことによ

り，繰り越し事業量が減少した点は評価できる。 

 

・今後は，県土整備に不可欠な森林整備の重要性を県民に PR して，本

基金への理解をさらに深めていただくよう広報をお願いしたい。 

 

７ 評価検証委員会の意見 
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Ⅱ 森林ボランティア活動・森林環境教育の推進 

● 森林ボランティア活動の推進 

「森林ボランティア支援センター」を運営し、専用ホームページや情報誌、メールマガジン等

による情報の収集・発信や刈払機の取扱いなどの安全指導、森林整備作業器具の貸出し、森

林ボランティア体験会の開催など、森林ボランティア活動への一体的なサポートを実施します。 

また、「森林ボランティア体験会」や「ボランティア交流会」の開催、市町村提案型事業等へ

の講師・コーディネーターの派遣業務等を実施します。 

● 森林環境教育の推進 
新たな「緑のインタープリター」を養成し、小中学生を対象にしたフォレストリースクールや市

町村提案型事業（森林環境教育）、緑の少年団育成事業、県民を対象にした自然観察会、

自然講座等への派遣などを通じて森林環境教育を推進します。 

貸出し機材 

○森林ボランティア活動の推進 ○森林環境教育の推進 

・森林ボランティア支援センターの運営  
・専用ホームページ「モリノワ」の運用  
・情報誌「モリノワ」、メールマガジンの発行  
・森林整備作業用の機械・器具の貸出し：７２回  
・安全講習会の開催  開催回数  ：１０回  

参加人数  ：１４６名  
・森林ボランティア体験会の開催  ：３回開催  
・森林ボランティア交流会の開催  ：１回開催  

・緑のインタープリター養成講座の開催  
１２回（養成者数２５名） 

・緑のインタープリター登録者数：１３３名  
・フォローアップ研修  開催回数：３回  
・森林環境教育コーディネーター派遣：５名  

【平成３０年度の実績】 １４，０８４千円 

１ 概要 

２ 実施状況 

情報誌「モリノワ」  安全講習会  

ボランティア体験会  

指導者養成講座  
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○森林ボランティア活動の推進 
・森林ボランティア支援センターを運営し、専用ホームページや情報誌、メールマガジンな

どによる情報発信や刈払機取り扱いなどの安全研修、森林整備作業器具の貸出、ボラン

ティア体験会・ボランティア交流会などを実施し、森林ボランティア団体の活動を支援しま

した。 

・平成３０年度末の森林ボランティア団体数は９１団体、会員数５，３１８人（緑化推進課調

査）と増加傾向にあります。 

○森林環境教育の推進 
・現地研修や講師実習など実践的なカリキュラムを含め年１２回の講座を開催し、新たに２

５名の「緑のインタープリター」を養成しました。 

・新たに開始した「緑のインタープリター活動登録制度」により１３３名が活動登録し、着実

に増加しています。 

・登録した緑のインタープリターは、市町村提案型事業（森林環境教育）や出前授業の

「小・中学生のためのフォレストリースクール」の講師など多方面で活動を行いました。 

・市町村提案型事業（森林環境教育）を円滑かつ効果的に運営するため、「森林環境教

育コーディネーター」を派遣しました。 

○森林ボランティア活動の推進  
・森林ボランティア団体のメンバーの固定化、高齢化が進んでおり、新規参入者の確保及

び活動の広がりが課題となっています。 

 このため、森林ボランティア支援センターのホームページ、情報誌やメールマガジン等を充

実し、各団体の活動のＰＲを進めるとともに、森林ボランティア体験会の開催により新規参

入者の確保につなげます。 

○森林環境教育の推進 
・森林環境教育の参加者増加等の社会情勢を反映し、フォレストリースクールや市町村提案

型事業（森林環境教育）、森のようちえんなどの幼少期教育への対応、社員研修などの社

会人教育などへの対応等、広範なニーズに対応するため、より広範かつ専門的な知識・ノ

ウハウのある指導者の養成、資質の向上を図る必要があります。 

３ 成 果 

４ 課題・方向性  
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・森林ボランティア団体数，会員数共に増加傾向にあり，本基金による森林ボラン

ティア活動ならびに森林環境教育が着実に広がりを見せており，本事業の目標は

確実に達しつつあることは評価できる。 

・森林ボランティア，緑のインタープリターの年齢構成が高くなっていることから，若

年層にも参加，受講いただくために，何らかの工夫が必要だと考えられる。森林ボ

ランティアや緑のインタープリターの方々が，誇りを持って群馬県の森林環境教育

を担っていただけるような権威づけも検討する必要がある。 

・「モリノワ」，メールマガジンの刊行も，内容がたいへん充実しており，県民への発

信手段として，高く評価できる。 

・安全講習会を開催した上での森林整備作業用機械・器具の貸し出しも活発にお

こなわれており，これにより，県民に身近な里山整備が進められていることも高く評

価される。 

・着実に広がりを見せているが，今後は，群馬県，各市町村の教育委員会と連携し

て，群馬県下の義務教育課程において，児童，生徒への森林環境教育に留まら

ず，保護者への啓蒙も視野に入れた全県的な取り組みとなるよう，一層の充実を

図っていただきたい。 

 

５ 評価検証委員会の意見  
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繰越 完了 

事業量 

廃止 

市町 

村数 
事業数 

補助金額 

（千円） 

市町 

村数 
事業数 

補助金額 

（千円） 

市町 

村数 
事業数 

補助金額 

（千円） 

荒廃した里山・ 

平地林の整備 
3 9 3,532 3 9 2,512 

森林 0.7ha 

竹林 0.2ha 
－ －  － 

貴重な自然環境 

の保護・保全 
－ － － － － － － － － － 

森林環境教育・ 

普及啓発 
－ － － － － － － － － － 

森林の公有林化 － －    － － －  － － － － － 

独自提案事業 － － － － － － － － － － 

合計 3 9 3,532 3 9 2,512     

Ⅲ 市町村提案型事業（市町村補助）  

●荒廃した里山・平地林の整備 

市町村と地域住民や NPO・ボランティア団体等の協働による地域に根ざした森林整備を

支援します。 

●貴重な自然環境の保護・保全 

市町村あるいは市町村と地域住民が行う、県動植物レッドリストで野生絶滅種及び絶滅

危惧種Ⅰ、Ⅱ類に指定されている種（約６５０種）が生息している地域の保護・保全活動を

支援します。 

●森林環境教育・普及啓発 

児童生徒や県民を対象とする森林環境教育及び森林体験活動を支援します。 

森林の機能や重要性について普及啓発する取り組みを支援します。 

●森林の公有林化 

水源地域の森林や平地林の購入（公有林化）あるいは平地林を造成しようとする市町村

を支援します。 

●独自提案事業 

ぐんま緑の県民税の趣旨・目的に適合し、適切な事業であると認められ、評価検証委員

会の承認を得た事業を支援します。 

 ・平成２９年度事業のうち、以下の事業については繰越により平成３０年度に
実施しました。 

【平成３０年度の実績】 １８５，７７０千円 

（１） 平成２９年度繰越

２ 実施状況 

１ 概要 
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計 

事業計画量 市町 

村数 

事業 

数 

補助金額 

（千円） 

 荒廃した里山・平地林の整備 27 275 254,612 森林 58ha、竹林 40ha、管理 253ha 

 貴重な自然環境の保護・保全 11 23 5,347 動物 12 種、植物 32 種 

 森林環境教育・普及啓発 19 40 20,210 覚満淵等での自然観察会 

 森林の公有林化 0 0 0  

 独自提案事業 2 2 3,412 竹林 0.5ha ほか 

   合計 35 340 283,581   

 

 

 

 

 

完了 

事業量 

参考：繰越 （廃止） 

市町 

村数 
事業数 

補助金額 

（千円） 

市町 

村数 
事業数 

補助金額 

（千円） 

市町 

村数 
事業数 

補助金額 

（千円） 

荒廃した里山・ 

平地林の整備 
27 233 160,015 

森林 39.0ha 

竹林 21.9ha 

管理 239.1ha 

5 17 34,260 10 25 25,906 

貴重な自然環

境の保護・保全 
11 23 4,568 

動物 12 種 

植物 32 種 
－ － － － － － 

森林環境教育・ 

普及啓発 
18 39 17,703 10,794 人 － － － 1 1 277 

森林の 

公有林化 
－ － － － － － － － － － 

独自提案事業 2 2 972 森林・竹林 1.5ha － － － － － － 

合計 35 297 183,258  5 17 34,260 11 26 26,183 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・平成３０年度は以下の事業を採択しました。 

・平成３０年度は以下の事業を実施しました。 

・市町村提案型事業の実施状況 

（２） 平成３０年度採択状況 

（３） 平成３０年度事業実績  

荒廃した里山・平地林の整備（中之条町）  
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独自提案事業（高崎市） 

・市町村提案型事業の実施状況 

荒廃した里山・平地林の整備（みなかみ町）  

貴重な自然環境の保護・保全（みどり市） 貴重な自然環境の保護・保全（前橋市）  

森林環境教育・普及啓発（太田市） 森林環境教育・普及啓発（館林市）  



- 15 - 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 継続した活動に新たな取り組みが加わり、平成３０年度（平成２９年度繰越を含む）は県

内全市町村（３５市町村・３０６事業）で取り組みが行われました。 

・ 荒廃した森林や竹林に里山・平地林整備や独自提案事業を活用して、野生獣の出没抑

制、生活道路や通学路の見通しの確保等が図られ、地域住民の安心・安全な生活環境

の改善が図られました。 

・ 自然環境の保護・保全については、貴重な動植物の生息環境を整備するため刈り払い

や伐採等を行い、４４種の希少種の保護を図りました。 

・ 森林環境教育の参加者については、１０、０００人台を確保し、地域の特徴に合わせた

様々な森林環境教育を行いました。 

・ 事業の普及に努めた結果、平成３１年度においても３５０箇所の事業計画書が提出され、

平成３１年３月に開催された評価検証委員会において、承認されました。 

・ 地域によっては人口減少や高齢化等の進行により、下刈り等の管理作業の実施も困難

となっているところもあるため、整備後の管理への負担軽減に向けて、委託による実施も

可能とする等の見直しを行います。 

・ 活動する団体から、事業評価アンケートなど事務の簡素化が求められているため、見直

しに向けた検討を行います。 

・ 里山地域での事業が多く、平地林の整備活動を促進する必要があります。 

・ 新たな事業となるふれあい事業では、より身近な環境で、森林へのふれあいの機会を増

やしていきます。 

・ 地域毎の森林環境の課題把握に努め、幅広く活動を支援できるように検討します。 

・ 地域との連携を深め、適切かつ効率的な事業を執行するため、地域機関での対応に移

行します。 

４ 課題・方向性  

３ 成 果  
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・平成 30 年度も，群馬県の全市町村から事業提案が出され，実施されたことは， 

本基金の主旨でもある県民参加型の森林環境づくりが着実に広がりを見せてい 

ることとの証左であり，高く評価できる。 

・委員会において，たびたび意見が出されているように，市町村と連携して，事業  

 実施箇所に，当基金事業により整備されたことを示す看板やのぼり等を設置し  

 て，住民，県民に示して，より広く事業を PR することが必要であり，検討された  

 い。このことによって，県民の認識度が低い本基金事業を認識してもらって，県民  

 による分権型の森林整備事業への取り組みに理解を深めていただけるように一 

 層の努力をされたい。 

・当基金による事業が着実に成果を出していることについて，県知事が定例記者 

 会見等において成果を報告し，マスコミにも協力をいただいて，広く県民に周知  

 していくことも必要だと考えられる。 

・市町村教育委員会と連携し，児童・生徒への森林環境教育の推進も，さらに進    

 めていただきたい。 

 

 
 

５ 評価検証委員会の意見  
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Ⅳ 制度運営 

● 普及啓発 

ぐんま緑の県民税への理解を深めるため、税のしくみ、森林の役割や大切さの普及啓発

活動を実施します。 

● 評価検証 

事業の内容検討・実績評価・効果検証などを行う「ぐんま緑の県民税評価検証委員会」を

運営します。 

事業の客観的な効果検証を行うために必要な県の林業試験場による調査・分析を実施し

ます。  

○普及啓発 

  

・ 普及啓発用マグネットの作成（３，０００個） 

・ 普及啓発用クリアファイルの作成（１，０００個） 

・ 普及啓発用のぼり旗の作成（１０枚） 

・ 子供向けパンフレットの増刷（１，０００部） 

・ 広報媒体を利用した普及啓発（県ＨＰ、イベント出展等） 

・ 本事業による整備箇所を見学するバスツアーの実施（３回・９１人） 

・ 納税通知書に同封するチラシの作成 

１ 概 要  

２ 実施状況  

【平成３０年度の実績】 ３，３１8 千円 

【平成３０年度の実績】 １，６９６千円 

バスツアー  

イベントへの出展  

のぼり旗 
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○評価検証（評価検証委員会の運営） 

○評価検証（調査分）

・ 評価検証委員会の開催（６回） 

１回目：平成３０年 ５月２２日 ・・・県庁７階 審議会室 １３：３０～１５：００ 

２回目：平成３０年 ６月１４日 ・・・県庁２９階第１特別会議室 １３：３０～１５：００ 

３回目：平成３０年 ６月２１日 ・・・書面開催 

４回目：平成３０年 ７月１８日 ・・・県庁７階 審議会室 １３：３０～１５：１０ 

５回目：平成３０年１０月 １日 ・・・書面開催 

６回目：平成３１年 ３月２０日 ・・・県庁２９階第１特別会議室  １４：００～１５：５０ 

・ 水源地域等の森林整備事業地を対象に間伐の実施による事業効果の判定 

・ 県内２０箇所に設定した調査対象地の追跡調査を実施 

（相対照度測定・植生調査・植被率調査） 

調査項目 通常区 特定調査区

毎 木 調 査 ○
照 度 ○ ○
植 被 率 ○ ○
植 生 乾 燥 重 ○
土 壌 断 面 ○
植 生 調 査 ○ ○

 調査地の内訳 
相対照度測定の様子 

【平成３０年度の実績】  ４３７千円  

【平成３０年度の実績】  １，１８５千円  

植被率調査 植生調査 

林内 対照地 
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○普及啓発 

・ 県民が事業の成果やその効果について理解を深めるために、引き続き、県民を対象と

したイベントや広報誌、各種メディア媒体を活用し効果的な広報活動に努めます。 

○評価検証（評価検証委員会の運営） 

・ 事業実施箇所の現地調査を取り入れながら、事業の検証や評価、助言を通して、明らか

になった課題の解決に努めます。 

○評価検証（調査分析） 

・ 間伐実施後の調査地のデータを確実に収集し、適切な調査分析を実施します。 

○普及啓発 

・ ぐんま緑の県民基金を広く普及啓発するため、小学生を対象とした子供向けパンフレット

の増刷、普及啓発用マグネットの作成、各種メディア媒体を活用した広報活動の実施、ま

た、県民税を使った森林整備箇所を見学するバスツアーを実施したほか、各種イベントに

おいても事業のＰＲを行い、県民税の趣旨や事業内容などの理解の促進を図りました。 

○評価検証（評価検証委員会の運営） 

・ ６回の評価検証委員会を開催し、平成３０年度に実施する３４０事業の採択などを行い、

議事の内容や審議結果を公表しました。 

○評価検証（調査分析） 

・ ２０箇所の水源地域等の森林整備事業地を対象とし、間伐実施後の森林の状況を調査

し、調査分析に必要となる情報の収集を実施しました。 

４ 課題・方向性  

３ 成 果  
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５ 評価検証委員会の意見  

・第１期の最終年度を迎え，評価検証委員会は，全市町村の参加，県民の広がり 

方，ボランティアへの参加動向などから，県の取り組みについて，概ね評価し，改 

善点があれば改善しながら，さらに県民の間に広がるよう検討されたい。 

・県民アンケート結果によれば，認識度は低いものの，約 2/3 の県民は，「ぐんま緑

の県民税」に賛成していることから，県民への周知の仕方に工夫が必要のようにも

考えられる。行政機関，教育委員会，マスコミと連携しながら，県民への周知の方

法をさらに検討されたい。 

・評価検証委員会としては，第１期の成果を確認するため，現地視察を実施して，

第 2 期における改善点について検討したい。 
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Ⅴ ぐんま緑の県民税評価検証委員名簿 

氏名 職業・役職等 備考 

飯 塚 哲 也 高山村副村長 山地代表市町村 （H29.11.21～） 

市 川  多 恵 子 森林所有者 森林・林業関係者  

小井土 登喜司 森林所有者 森林・林業関係者  

小 山  定 男 館林市副市長 平地林代表市町村  

高 草 木  悟 連合群馬事務局長 
納税者 

（労働団体） 
 

西 岡  喬 
太田商工会議所 

副会頭 
納税者（経済団体）  

西 野  寿 章 

高崎経済大学 

地域政策学部 

観光政策学科教授 

学識経験者 

（森林環境保全） 
委員長 

松 本  勉 枝 

群馬県生活協同組合 

連合会 

女性協議会会長 

納税者 

（消費者団体） 
 

宮 地  由 高 
群馬ＮＰＯ協議会 

相談役 

学識経験者 

（NPO・ボランティア活動） 
委員長代理 

 

（五十音順 敬称略） 

（任期 ：平成２９年４月１日 ～ 平成３１年３月３１日）  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○この実施報告書に関するお問い合わせ先 

群馬県森林環境部緑化推進課緑化推進係 

〒３７１－８５７０群馬県前橋市大手町１－１－１ 

℡：０２７－２２６－３２７８ Fax：０２７－２２３－０４６３ 

E-mail：gm-zei@pref.gunma.lg.jp 

○ぐんま緑の県民税ホームページ 

http://www.pref.gunma.jp/04/e3000101.html 

ぐんま緑の県民基金事業 

平成３０年度 実施報告書 

mailto:gm-zei@pref.gunma.lg.jp
http://www.pref.gunma.jp/04/e3000101.html

